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自身によって概念化、理論化された「ケイパビリティ・アプローチ」ならびにケイパビリティ
の達成を指標化、指数化した UNDP（国連開発計画）の「人間開発アプローチ」を併せて「ケ
イパビリティ - 人間開発（C-HD）アプローチ」として一括し、一つの HWB アプローチとして
概要を紹介する（Ⅲ）。他方、もう一つの有力な HWB アプローチとして人間のニード（Human 
Need：人として生きるために必要欠くべからざるもの）に焦点を当てたドヤル = ゴフの「人間

































































































　UNDP はその後すぐに性差、所得分配を考慮し調整された HDI を導入（HDR 1994）し、さ




上国と先進国の人間貧困を区別する異なる指標・基準から構成されるそれぞれ HPI-1 と HPI-2 が
導入されている。1999年の HDR では、人間らしい生活水準を表す「所得指数」の計算方法が改























































4 HDI の相乗（幾何）平均を用いた計算式は、 √𝐼𝐼𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿 ∙ 𝐼𝐼𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐿𝐿𝐸𝐸𝐸𝐸 ∙ 𝐼𝐼𝐼𝐼𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐼𝐼𝐿𝐿
3
 である。相乗平均は単純平均 
































から多次元貧困人口比率 H（多次元貧困者数 q の全人口 n に占める割合 q/n）が得られる。また貧
困の強度 A は MPI の 10 の構成指標について貧困者の剥奪の一人当りの加重平均値として得られ
る
6










𝐴𝐴𝑥𝑥 = 1− √𝑋𝑋1⋯𝑋𝑋𝑛𝑛𝑛𝑛 /?̅?𝑋 
  
    {𝑋𝑋1⋯𝑋𝑋𝑛𝑛} 
  
 は対象とする HDI の次元における分布を表す。したがって不平等
調整済み次元指数 IIx は、HDI の各次元指数 Ix に (1－Ax) を乗じることで得られる。すなわち 














済み HDI (IHDI) は以下のように算出される。  




　次に HDI における平等な分布による損失 (Loss) を把握するために対数変換前の所得指数を用い















 A = ∑ 𝐶𝐶𝑞𝑞1 𝑞𝑞𝑞𝑞⁄   
 
 は貧困者が経験している剥奪スコアーの合
計を示す。q は多次元貧困者数、d は多次元貧困構成指標の数（この場合は 10）。多次元貧困指数に
ついての詳細な展開は Alkire, S. A. et al.（2015）を参照のこと。
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Ⅳ．「人間ニード理論」（THN）アプローチ 7
　もう一つの「人間のよき生」（HWB）を把握する体系が、ドヤル = ゴフの共著　A Theory of 











人格の条件に関する E. カントの言説に拠っているからである（Doyal & Gough 1991:52; Gough 
2003:12）。図２は人間ニード理論の概要を示している。
　　


















































































に為すかについて主体的な選択（informed choice）を行う能力を有すること」である（Doyal & 
Gough 1991:54）。行動主体としての個人の「自律性」の水準を決める変数として以下の３つを挙




　ドヤル = ゴフは「高次の水準の自律性」である「批判的自律性（Critical Autonomy）」を基
礎的ニーズの一つとして導入する。それは「行為主体の持つ自由」以上のものである、現状を
変革する政治的自由の保持を含む――「自身の育った生活形態を位置づけ、批判し、必要なら









Characteristics / 中間的ニーズ（Intermediate Needs）」概念
　これら普遍的な健康と自律性という「基礎的ニーズ」を充たすには、多様な物、活動、関係
性という手段が含む「特性」の集合が必要である。それぞれを THN では基礎的ニーズの「充足










8  ‘satisfiers’（充足手段）は Lederer（1980:53）と Kamenetzky（1981:103）の概念・用法にしたがっ
て導入し、充足手段の ‘Characteristics’（特性）はセンのケイパビリティ・アプローチにおける財の
「特性」概念から応用したものである（Doyal & Gough 1991:69）。












































ズ）の充足水準で十分である（Doyal & Gough 1991:162）。すなわち「身体的健康」と「自律性」
という基礎的ニーズの充足は、「最適な水準の充足」という「最適水準」原理が適用され、「充























出所： Doyal & Gough 1991, p.163, 原出典：Warr 1987
産出
投入
























































(by Doyal=Gough) 基礎的ニーズ 普遍的目標
ケイパビリ




















































































































標である。HWB という観点からはむしろ目標としての 17 の SDGs は人間の Well-Being を包括的、
総合的に代表していると見ることができる。（表５）







Waag et al(2015) のSDGsの組成理解の枠組み 本稿のSDGsの組成理解の枠組み









































































































出所： Waag, Jeff. et al. (2015)を参考に，筆者作成
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G15（地上生態系・生物多様性の確保）の３つが配される。
　本稿の表５と図４の枠組みでは、中核円の HWB に G2（飢餓の撲滅）、G7（エネルギー入手）
G8（包括的・持続可能な経済成長）、G10（不平等削減）、G12（持続可能な消費・生産）を含め
ているが、ワーグ等はこれらを含めていない。また G16（平和・包括的社会）を含めている。本
























































らは (1)「人間のよき生」（HWB）に関する目標群、(2) HWB の達成を支える「経済・社会・物
的インフラストラクチャー」に属する目標群、(3) HWB と「経済・社会・物的インフラストラ
クチャー」を支える環境条件として必須の「自然環境」の保全を構成する目標群という同心円的
な三層構造として理解することができる。この HWB 達成を基礎として SDGs を見ると、SDGs
の各目標の機能的な役割と体系性、そして相互連関性とが明らかとなる。
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